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5
月
23
日
、
マ

ジ
ッ
ク
バ
ー
手
品

家
に
て
新
入
会
員

歓
迎
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
普
段
と

は
異
な
る
神
秘
的

な
雰
囲
気
の
会
場

で
、
新
入
会
員
に

と
っ
て
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い

ス
タ
ー
ト
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
ま

ず
小
嶋
部
会
長
か

ら
広
島
東
法
人
会

青
年
部
会
の
活
動

概
要
が
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
、
各

委
員
会
が
重
点
事

業
を
発
表
。
特
に

組
織
委
員
会
か
ら
は
租
税
教
室
の
様
子

を
動
画
で
紹
介
し
、
会
員
の
積
極
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
新
入
会

員
が
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
と
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
不
思
議
な
体
験

を
共
に
す
る
こ
と
で
会
員
同
士
の
一
体

感
が
深
ま
り
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会
研
修
委
員　

齋
藤
拓
也
）

青
年
部
会

新
入
会
員
歓
迎
会

新
入
会
員
歓
迎
会

　

2
月
3
日
、
広
島
パ
ー

ク
レ
ー
ン
に
お
い
て
青
年

部
主
催
の
親
善
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ゲ
ス
ト
を
含
め
36
名
の

方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
中

本
部
会
長
と
ゲ
ス
ト
代
表

の
大
上
前
署
長
に
よ
る
始

球
式
が
行
な
わ
れ
、
競
技

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
の
チ
ー
ム
戦
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ゲ
ス

ト
の
皆
様
と
大
変
盛
り
上

が
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
後
の
懇
親
会
に
お

き
ま
し
て
も
ゲ
ス
ト
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
日
頃
の
業
務
で
は
中
々
話
す
機
会
の

な
い
方
々
と
も
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
表
彰
式
も
行
わ
れ

２
ゲ
ー
ム
集
計
の
結
果
、
大
上
前
署
長
が
優

勝
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
楽
し
い
大
会
を
企
画
し
、
素
晴

ら
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

�

（
青
年
部
会
副
部
会
長　

福
本　

宏
）

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

法
人
会
広
島
県
青
年
の
集
い

　

こ
の
度
、2
0
2
5
年
度
、公
益
社
団
法
人
広
島
東
法

人
会
青
年
部
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
小
嶋
宏
輔
と

申
し
ま
す
。伝
統
あ
る
青
年
部
の
舵
取
り
を
任
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

当
青
年
部
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
租
税
教
室
は
、未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
お
金
の
仕
組
み
や
税
の
重
要
性

を
伝
え
る
大
切
な
授
業
で
す
。近
年
特
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
租
税
教

室
に
、広
島
東
税
務
署
様
、親
会
様
か
ら
の
ご
協
力
も
あ
り
、先
日
T
V
局
・
新

聞
社
に
よ
る
取
材
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
に
参
加
し
て
く
れ
る
小
学
生
の
皆
さ
ま
に
は
、ぜ
ひ
若
い
時
か
ら

お
金
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。税
金
が
社
会
を
支

え
る
大
切
な
財
源
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、将
来
に
わ
た
っ
て
賢
い
選
択
が
で
き
る
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
5
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
L
O
V
E
＆
P
E
A
C
E
～
み
ん
な
が

マ
ジ
大
事
！
」の
も
と
、歴
代
の
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
青
年
部

の
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
つ
つ
、会
員
の
皆
様
と
共
に
、楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
参
り
ま
す
！�

（
青
年
部
会
長　

小
嶋
宏
輔
）

ご
あ
い
さ
つ

　

3
月
7
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
広
島
県
青
年
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
県
内
全
16
単

位
会
1
6
5
名
の
参
加
者
を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

野
坂
県
法
連
会
長
、
県
青
年
歴
代
会
長
及
び
、
中
本

部
会
長
以
下
18
名
の
部
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
県
青
連
協
の
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
健
康

経
営
大
賞
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
呉
、福
山
、広
島
西
、

広
島
西
南
、
竹
原
豊
田
の
各
単
位
会
企
業
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
残
念
な
が
ら
発
表
者
が
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
健
康
経
営

を
社
内
に
浸
透
さ
せ
る
手
法
や
継
続
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
事
例
を
学
ぶ
、

と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
の
懇
親
会
で
は
、
会
員
間
の
意
見
交
換
や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
健
康
経
営
に
な
ぞ
ら
え
た
ミ
ニ
運
動
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
県
内
16

単
位
会
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
が
出
来
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会
研
修
副
委
員
長　

不
破
正
和
）
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4
月
25
日
、
通
常
総
会
に
引
き
続
き
女
性
部
会
設
立
35

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
39
名
。

■
女
性
部
会
第
35
回
通
常
総
会

女
性
部
会
設
立
35
周
年
記
念
式
典
開
催

　

4
月
25
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お
い
て
、
第
1
回
理
事
会
に
引

き
続
き
第
35
回
通
常
総
会
が
広
島
東
税
務
署
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
を
迎

え
開
催
さ
れ
、
5
つ
の
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案　

2
0
2
4
年
度
事
業
報
告
の
件

　

第
2
号
議
案　

2
0
2
4
年
度
決
算
報
告
承
認
及
び
監
査
報
告
に
関
す
る
件

　

第
3
号
議
案　

2
0
2
5
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件

　

第
4
号
議
案　

2
0
2
5
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件

　

第
5
号
議
案　

2
0
2
5
・
2
0
2
6
年
度
役
員
人
事
承
認
の
件

�　

基
本
方
針
等
は
次
の
と
お
り
。

︿
基
本
方
針
﹀

　

女
性
部
会
員
の
税
務
知
識
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
企
業
経
営
の
発
展
に
資

す
る
と
と
も
に
、
女
性
部
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。
ま
た
、
本
会
と
の
緊
密

な
連
携
に
よ
り
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

　

女
性
部
会
設
立
35
周
年
記
念
行
事
の
開
催
に
伴
い
、
一
体
感
を
よ
り
醸
成
す

る
こ
と
で
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る
。

︿
主
な
事
業
計
画
の
う
ち
公
益
関
係
を
抜
粋
﹀

⑴��

税
の
啓
発
活
動
（
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
）

　
「
税
」に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
管
内
19
校
の
小
学
校

6
年
生
を
対
象
に
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
は
が
き
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品
の

表
彰
を
行
う
。

⑵�

税
制
提
言
活
動

　

税
制
改
正
要
望
事
項
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
、
提
言

活
動
を
実
施
す
る
。

⑶
地
域
発
展
活
動

　

法
人
会
の
理
念
に
の
っ
と
り
地
域
社
会
貢
献
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
女
性
部
会
の
発
展
と
と
も
に
法
人
会
活
動

を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
ま
た
、
病
院
へ
の
タ
オ
ル
寄
贈
な
ど
の
活

動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。

　

当
会
の
女
性
部
会
は
、
平
成
2
年
3
月
20
日
に
設
立
い
た
し
ま

し
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
こ
こ
に
35
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

女
性
部
会
は
、
会
員
企
業
の
女
性
経
営
者
や
幹
部
の
自
己
啓
発

の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
法
人
会
活
動
の
担
い
手
と

し
て
大
き
な
役
割
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
女
性
部
会
に
お
け
る
主
要
な
事
業
と
し
て
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
当
会
と
し

て
は
、
前
年
度
第
一
五
回
を
迎
え
、
管
内
の
小
学
校
19
校
中
18
校

か
ら
1
1
3
1
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
、
二
つ

の
小
学
校
か
ら
69
点
の
応
募
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
継
続
的
か
つ
着
実
な
取
組
が
実
を
結
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
税
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
与
え
る
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
意
義
深
い
も
の
で
あ

り
、
今
後
と
も
継
続
し
て
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
「
社
会
貢
献
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
立
当
初
か
ら
各
界

の
著
名
な
方
を
お
招
き
し
、
一
般
公
開
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
て
、
地
域
の
社
会
貢
献
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
際
参
加
者
に
タ
オ
ル
の
持
参
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た
タ
オ
ル

を
広
島
市
民
病
院
に
寄
付
い
た
し
ま
し
て
、
患
者
様
の
ケ
ア
に
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
で
二
五
回
目
と
な
り
、
タ

オ
ル
は
延
べ
一
万
枚
を
超
え
ま
し
た
。

　
「
会
員
支
援
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
要

望
の
多
か
っ
た
事
業
を
た
く
さ
ん
実
施
し
、
内
容
の
充
実
し
た
取

り
組
み
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
女
性
部
会
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
会
員
の
拡
充
に
よ
る
組
織
強
化
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
く
と
と
も
に
、
活
性
化
に
向
け
、
若
い
皆
様
の
感
覚

を
発
揮
し
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
会
の
発
展
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
熱
意
に
か

か
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
石
井
前
部
会
長
を
は
じ
め
歴

代
の
部
会
長
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
事
業
を
皆
様
と
共

に
、手
に
手
を
携
え
て
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

式
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
女
性
部
会
長　

中
島
典
子
）

祝
賀
会
式
辞（
抜
粋
）

左
か
ら
中
島
新
部
会
長
︑石
井

前
部
会
長
︑山
内
前
組
織
委
員

長



　
毎
年
、
広
島
東
税
務
署
管
内
の
小
学
6
年

生
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
お

知
り
合
い
に
、
是
非
と
も
声
掛
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

『
わ
た
し
た
ち
が
支
払
っ
た
消
費
税
は
、
何

に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
』

　

税
金
で
造
ら
れ
て
い
る
建
物
や
施
設
、
税

金
で
購
入
さ
れ
て
い
る
も
の
、
や
っ
て
い
る

仕
事
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
調
べ
て
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
！

◇
応
募
資
格
：�​

広
島
東
税
務
署
管
内
の
小
学

校
で
6
年
生
の
児
童
対
象

◇
応
募
用
紙
：�​

規
定
の
応
募
用
紙
を
管
内
の

各
小
学
校
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

◇
応
募
締
切
：�​

2
0
2
5
年
9
月
25
日
㈭

　
　
　
　
　
　

�​
担
任
の
先
生
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
審　
　

査
：�​

応
募
作
品
の
中
か
ら
美
術
講

師
に
よ
る
審
査
を
行
い
、優

秀
作
品
を
選
び
ま
す
。

◇
主 

催 

者
：�​

公
益
社
団
法
人　

広
島
東
法

人
会

◇
後　
　

援
：�​

国
税
庁
、
広
島
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
（
租
推
協
）

「第16回 税に関する絵はがきコンクール」作品募集のお知らせ
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■
女
性
部
会・青
年
部
会 

合
同
例
会

　
6
月
25
日
、
青
年
部
会
・
女

性
部
会
の
合
同
例
会
が
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
株
式
会
社

清
友
・
代
表
取
締
役
宮
之
原
明

子
氏
を
招
き
、「
多
様
な
個
性
が

最
強
の
チ
ー
ム
を
作
る
！
“
こ

こ
で
働
き
た
い
”
か
ら
“
こ
こ

で
ず
っ
と
働
け
る
”
ま
で
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
20
歳
の
若
さ
で
お
母
さ

ま
の
立
ち
上
げ
た
パ
ー
テ
ィ
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
の
会
社
を
引
き
継

ぎ
、
多
く
の
困
難
に
向
き
合
っ

た
講
師
か
ら
、
笑
顔
・
プ
ラ
ス

の
言
葉
・
F
o
r 

Y
o
u
の
精
神
の
大
切
さ
な
ど
人
と

人
と
の
関
係
の
極
意
が
軽
快
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
本
例

会
は
半
オ
ー
プ
ン
方
式
で
開
か
れ
、
一
般
参
加
者
60
名

を
含
め
、
総
参
加
者
1
2
5
名
に
達
し
大
変
な
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
中
に
入
会
を
決
め
る
方

も
現
れ
、
交
流
と
会
員
増
強
に
有
意
義
な
例
会
と
な
り

ま
し
た
。�

（
青
年
部
会
厚
生
委
員　

加
藤　

泰
）

宮之原明子氏

所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名 所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名
部 会 長 中島　典子 広 島 駅 弁 当 ㈱ 親 睦 委 員 長 三浦由美子 ㈱ 健 康 美 学
顧 問 理 事 石井　智子 ㈱ 二 　　　　　 葉 親 睦 副 委 員 長 岩田　直美 イ ワ タ ハ ウ ス ㈱
副部会長（組織・厚生） 小畑由紀美 ㈱ 小 畑 百 花 園 研 修 委 員 長 樽本　幸美 ㈱クリエイティブ・ワイツー
副部会長（親睦・研修・広報） 松本　周子 ㈱ 金 融 財 務 研 究 所 研 修 副 委 員 長 伊藤　瑞穂 大 同 生 命 保 険 ㈱
組 織 委 員 長 山本　純代 山 本 設 備 工 業 ㈱ 広 報 委 員 長 田室名保美 たむろ木材カンパニー㈱
組 織 副 委 員 長 保田　厚子 ㈱ 三 十 八 花 堂 広 報 副 委 員 長 野口　葉子 ㈲エヌ・ティー・シー
厚 生 委 員 長 山田　弘子 ㈱広島ゴルフショップ 監 事 岸田　洋美 ㈱ 中 　　　　　　 栄
厚 生 副 委 員 長 松村　由貴 アーク不動産システム㈱ 監 事 東　優理子 医 療 法 人 健 康 の 風

氏　　名 法　　人　　名
山本　洋子 伊 予 自 動 車 ㈱

2025年度 女性部会名簿〔役員〕

新入会員 2025.2〜2025.7
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3
月
19
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
広
島
県
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
主
催
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
64
名
が
参
加
し
た
。

講
師
は
国
際
中
医
薬
膳
師
の
板
谷
ゆ
か
氏
で
、「
健
康
経
営
と
体

質
チ
ェ
ッ
ク
～
お
茶
か
ら
始
め
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

前
半
は
「
健
康
経
営
」
に
つ
い
て
講
演
。
健
康
が
生
産
性
向
上

や
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
明
し
、「
健
康
経
営
優
良

法
人
制
度
」
を
活
用
す
る
企
業
の
事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

後
半
は
東
洋
医
学
の
視
点
か
ら
体
質
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
舌
の

状
態
な
ど
か
ら
自
身
の
体
質
を
診
断
し
、
生
活
習
慣
や
食
事
法
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
参
加
者
同
士
が
結
果
を
見
せ
合
い
、
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

講
演
会
後
に
は
「
自
分
の
体
質
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」

「
健
康
経
営
を
社
内
で
検
討
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

有
意
義
な
学
び
の
場
と
な
っ
た
。

�

（
女
性
部
会
組
織
委
員　

岩
田
佐
恵
子
）

女
性
部
会
広
島
県
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
主
催
講
演
会

日
時　

�

2
0
2
5
年
11
月
27
日
㈭

　
　
　

午
後
2
時
～
午
後
3
時
30
分

　
　
　
（
受
付
開
始
午
後
1
時
）

場
所　

�

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

3
階
「
オ
ー
キ
ッ
ド
」

　
　
　

広
島
市
中
区
中
町
7
-₂₀

　
　
　

Ｔ
E
Ｌ
0
8
2
-2
4
1
-1
1
1
1

定
員　

�

5
0
0
名
（
全
席
自
由
）

会
費　

1
名
に
つ
き
1
、0
0
0
円

池
いけのぼうせんしゅう

坊専宗氏
（華道家・写真家）

皆様の参加を
お待ちして
います

演
題 「
花
と
世
界
を
、
ま
な
ざ
し
が
つ
な
ぐ
。」

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

2
月
26
日
、
広
島
市
民
病
院
へ
会
報
誌
や

講
演
会
で
呼
び
掛
け
て
集
ま
っ
た
新
品
タ

オ
ル
3
0
0
枚
を
寄
贈
し
た
。
毎
年
継
続
し

て
い
る
タ
オ
ル
寄
贈
へ
の
感
謝
を
病
院
長

が
述
べ
ら
れ
、
感
謝
状
を
受
け
た
。
今
回
で

25
回
目
。

　

本
年
度
も

実
施
す
る
予

定
で
あ
り
、

ご
提
供
い
た

だ
け
る
新
品

タ
オ
ル
が
あ

り
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
社
会
貢
献
◆

広
島
市
民
病
院
に

タ
オ
ル
寄
贈

　

女
性
部
会
で
は
、
広
島
市
の
市
民
生
活
に

潤
い
を
、
来
広
者
に
花
と
緑
の
お
も
て
な
し

を
す
る
＂
四
季
の
花
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
事

業
＂
に
協
賛
し
て
い
る
。
写
真
は
6
月
の
植

替
え
時
の
も
の
で
、
8
月
に
開
通
し
た
駅
前

大
橋
ル
ー
ト

の
路
面
電
車

か
ら
も
見
る

こ
と
が
で
き

る
。

講
演
会
　
健
康
経
営
と
体
質
チ
ェ
ッ
ク

◆
社
会
貢
献
◆

四
季
の
花
で

お
も
て
な
し
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●

小
原
太
一
郎
税
理
士
事
務
所

税理士業務アラカルト シリーズ68

数
字
の
裏
に
あ
る「
心
理
」

中国税理士会

小原太一郎

　

私
は
国
税
の
職
場
で
25
年
間
勤
務

し
、
令
和
5
年
7
月
に
退
職
、
税
理
士

と
し
て
独
立
・
開
業
し
ま
し
た
。
国
税

時
代
は
法
人
税
担
当
と
し
て
中
小
企
業

か
ら
大
規
模
法
人
ま
で
、
様
々
な
法
人

の
税
務
調
査
を
担
当
し
、
数
百
人
の
社

長
に
お
会
い
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
「
社
長
は

孤
独
」。
業
績
の
維
持
・
向
上
、
新
規

顧
客
の
開
拓
、
社
員
の
安
定
雇
用
、
資

金
繰
り
…
様
々
な
経
営
課
題
に
直
面
し

な
が
ら
も
実
は
悩
み
や
不
安
を
打
ち
明

け
ら
れ
る
身
近
な
存
在
が
意
外
と
少
な

い
、
そ
ん
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

税
務
調
査
で
は
会
社
の
事
業
実
態
や

社
長
の
性
格
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

聞
き
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
と

り
わ
け
世
間
話
を
す
る
中
で
社
長
の
苦

労
話
や
成
功
体
験
の
お
話
に
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
ム
ス
ッ
と
し
て
い
た
態
度
が

一
転
、
饒
舌
か
つ
熱
心
に
話
し
て
く
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

裏
返
し
が
、
社
長
の
身
近
に
は
気
軽
に

話
せ
る
相
談
相
手
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
税
調
査
官
か
ら
税
理
士
の
立
場
と

な
り
多
く
の
お
客
様
と
接
す
る
に
つ

れ
、
よ
り
一
層
そ
の
こ
と
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
元
々
、
話

を
聴
く
の
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
社

長
の
話
を
親
身
に
な
っ
て
お
聞
き
し

「
共
感
」
す
る
こ
と
だ
け
で
も
感
謝
さ

れ
る
機
会
が
増
え
「
税
理
士
の
存
在
と

は
何
か
？
」
を
自
問
自
答
す
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
国
税
の
職
場
を
退
職
し

て
す
ぐ
に
「
経
営
心
理
士
」
と
い
う
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
経
営
と
心
理
学

に
何
の
関
係
が
あ
る
の
か
？
と
思
わ
れ

る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
私
も

最
初
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
税
理
士
は
、
会
社
の
1
年
間
の
事
業

活
動
の
結
果
を
基
に
、
決
算
書
や
法
人

税
申
告
書
を
作
成
し
ま
す
が
、
こ
の
決

算
書
に
表
現
さ
れ
る
数
字
の
背
景
に
は

必
ず
人
間
の
行
動
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
売
上
高
と
い
う
数
字
の
背
景
に
は
、

お
客
様
が
商
品
を
買
う
と
い
う
行
動
が

あ
り
、
人
件
費
に
は
社
員
が
働
く
と
い

う
行
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
動

の
質
と
量
を
高
め
れ
ば
高
め
る
ほ
ど
業

績
は
向
上
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
行

動
を
司
っ
て
い
る
の
は
人
の
心
や
感
情

で
あ
り
、
逆
に
感
情
が
動
か
な
け
れ
ば

人
は
行
動
し
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
人
の

感
情
の
性
質
を
理
解
し
て
か
ら
経
営
す

る
方
が
有
益
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考

え
方
の
下
、
自
分
自
身
の
感
情
を
ど
う

保
つ
か
、
ま
た
、
部
下
や
顧
客
の
感
情

を
ど
の
よ
う
に
動
か
す
か
と
い
う
こ
と

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
実
践
す
る
こ
と
で

経
営
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
学
問
で

す
。

　

今
後
、
決
算
書
の
数
字
と
に
ら
め
っ

こ
す
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
お
客
様
の

期
待
や
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
、
ま
だ
ま
だ
自
己
研
鑽

す
る
余
地
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、「
税

理
士
」×「
経
営
心
理
士
」
の
二
刀
流
で

社
長
の
孤
独
感
の
解
消
と
経
営
課
題
の

共
有
・
解
決
を
目
指
し
な
が
ら
、
法
人

会
の
行
動
規
範
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
納
税
意
識
の
高
揚
」
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
今
日
も
私
は
お
客
様
と
お

話
を
し
ま
す
。

〒
７
３
０–

０
０
１
１

広
島
市
中
区
基
町
11
-10　

合
人
社
広
島
紙
屋
町
ビ
ル
８
Ｆ

billage H
IR
O
S
H
IM
A

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
０–

３
２
７
２–

７
１
２
６

M
ail:taichi60@

happy-share.net

広島東
支部

本 社 広 島 市 中 区 中 町 ８ 番 ８ 号　　　　      〒730-0037

ＴＥＬ(082)247-2115            ＦＡＸ(082)245-8607

本社工務部 広 島 市 中 区 中 町 ８ 番 ８号 6 階　　      〒730-0037

ＴＥＬ(082)240-9922            ＦＡＸ(082)240-9925

可部営業所 広島市安佐北区可部２丁目５番１７号　　    〒731-0221

ＴＥＬ(082)812-3333            ＦＡＸ(082)814-5241

バックグラウンドで

光っていたい

ヱ ビ ス 電 工 株 式 会 社
いつも社会の
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税務署からのお知らせ
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税務署からのお知らせ
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女将の絶品おでんとおばんざいを是非！ 瀬戸内の魚料理を中心とした手造りの味をお楽しみください

会員企業のお店紹介第21回
和食・小料理おでん、おばんざい 和食・小料理

安さん 八丁堀店
おでん、おばんざい
遊食彩菜　六

遊食彩菜　六はおかげさまで今年30週年を迎えること
ができました。　
特におでんのお出汁は皆様から大変好評をいただいて
おり、それに浸ったおでんを是非ご賞味ください。
また、女将の手作りの日替わりおばんざいも絶品です。
皆様のお越しをお待ちしております。

八丁堀交差点から白島通りを北に徒歩2分。2024年4
月に幟町から移転しました。
広島名物のかき、小いわしをはじめ瀬戸内の魚料理を
中心に、肉料理、季節料理といった手造りの味を、お手
軽な値段で味わえます。宴会や親しい方との会食にど
うぞ。4名様から18名様まで。掘りごたつ式の個室あり。

名物メニュー 名物メニュー
おでん各種���������������250円〜
女将の日替わりおばんざい��������780円〜
六コース（おでん、豚しゃぶ、他3点�ドリンク2時間飲み放題）��6,000円

お昼の日替わり定食� ����������750円
旬の素材を用い、安さ自慢の手造り料理をご用意しています
夜は旬の魚（塩焼き、鯛・ヒラメ活造り、メバル・皮ハギ煮付け）ほか

■�広島市中区八丁堀6︲5
■�11：45〜13：15、
　�17：00〜23：00
■�日曜、祝日
■�082-222-5600

所
営

休
☎�

■�広島市中区大手町3丁目2︲15
■�17：30〜22：30（ラストオーダー22：00）
■�土、日、祝日
■�082-240-7778

所
営
休
☎� NHK

中国電力
本社

中央郵便局

中電病院

平和大通り平和大橋

元
安
川

中電前

ファミリー
マート

遊食彩菜 六

セブン
イレブン

ローソン

セブン
イレブン
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4
月
15
日
㈫　

⃝県
監
事
会（
広
島
駅
弁
当
）

　
　

22
日
㈫　

⃝県
正
副
会
長
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

5
月
23
日
㈮　

⃝全
第
1
回
総
合
企
画
委
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

27
日
㈫　

⃝全
第
52
回
理
事
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

30
日
㈮　

⃝県
第
1
回
理
事
会
及
び
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

6
月
3
日
㈫　

⃝全
令
和
7
年
度
全
法
連
女
連
協
定
時
連
絡
協
議
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

　
　

4
日
㈬　

⃝全
全
法
連
青
連
協
定
時
連
絡
協
議
会（
明
治
記
念
館
）

　
　

9
日
㈪　

⃝県
第
1
回
税
制
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

16
日
㈪　

⃝全
第
53
回
理
事
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

17
日
㈫　

⃝県
女
連
協
第
1
回
正
副
会
長
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

17
日
㈫　

⃝県
女
連
協
第
1
回
理
事
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

19
日
㈭　

⃝県
青
連
協
第
1
回
正
副
会
長
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

19
日
㈭　

⃝県
青
連
協
第
1
回
理
事
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

25
日
㈬　

⃝県
第
13
回
通
常
総
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

7
月
17
日
㈭　

⃝県
第
1
回
広
報
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

23
日
㈬　

⃝県
第
1
回
研
修
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

29
日
㈫　

⃝全
令
和
7
年
度
第
2
回
女
連
協
役
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

30
日
㈬　

⃝県「
組
織
・
厚
生
合
同
委
員
会
及
び
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
並
び
に「
感
謝
の
集
い
」の
開
催
に
つ
い
て（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

8
月
19
日
㈫　

⃝県
第
1
回
健
康
経
営
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

20
日
㈬　

⃝県
第
１
回
総
務
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

4
月
14
日
㈪　

⃝青
第
1
回
組
織
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

16
日
㈬　

第
1
回
正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

22
日
㈫　

第
1
回
理
事
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

24
日
㈭　

⃝青
第
1
回
理
事
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

24
日
㈭　

⃝青
第
35
回
通
常
総
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

24
日
㈭　

⃝青
第
1
回
研
修
委
員
会（
マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
手
品
家
）

　
　

25
日
㈮　

⃝女
第
1
回
理
事
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

25
日
㈮　

⃝女
第
35
回
通
常
総
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

25
日
㈮　

⃝女
設
立
35
周
年
記
念
式
典（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

5
月
9
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
牛
田
小
学
校
）

　
　

12
日
㈪　

第
1
回
組
織
委
員
会（
広
島
東
法
人
会
事
務
局
）

　
　

13
日
㈫　

⃝青
第
1
回
正
副
委
員
長
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

15
日
㈭　

⃝青
第
1
回
厚
生
委
員
会（Shrimp and Beer La Maschera

）

　
　

16
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
白
島
小
学
校
）

　
　

20
日
㈫　

⃝青
第
2
回
研
修
委
員
会（
ワ
ン
ス
ト
ッ
ク
広
島
）

　
　

20
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
袋
町
小
学
校
）

　
　

21
日
㈬　

⃝青
第
2
回
組
織
委
員
会（
広
島
本
通
商
店
街
振
興
組
合 

会
議
室
）

　
　

22
日
㈭　

⃝青
租
税
教
室（
尾
長
小
学
校
）

　
　

23
日
㈮　

⃝青
5
月
例
会（
マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
手
品
家
）

　
　

27
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
矢
賀
小
学
校
）

　
　

29
日
㈭　

税
制
改
正
説
明
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

30
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
大
州
小
学
校
）

　
　

30
日
㈮　

⃝青
第
1
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
む
さ
し
胡
店
）

6
月
6
日
㈮　

第
15
回
通
常
総
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

6
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
中
山
小
学
校
）

　
　

10
日
㈫　

⃝青
第
2
回
正
副
委
員
長
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

11
日
㈬　

⃝青
第
3
回
組
織
委
員
会（
ル
イ
ー
ド
タ
バ
ー
ン
）

　
　

17
日
㈫　

⃝青
第
1
回
広
報
委
員
会（
平
八
ダ
イ
ニ
ン
グ
）

　
　

17
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
戸
坂
小
学
校
）

　
　

18
日
㈬　

⃝青
租
税
教
室（
牛
田
新
町
小
学
校
）

　
　

23
日
㈪　

⃝青
租
税
教
室（
基
町
小
学
校
）

　
　

23
日
㈪　

⃝青
第
2
回
厚
生
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

25
日
㈬　

⃝青
⃝女
合
同
例
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

26
日
㈭　

⃝青
租
税
教
室（
広
島
三
育
学
院
小
学
校
）

　
　

26
日
㈭　

⃝青
第
2
回
異
業
種
交
流
委
員
会（THE BBQ GARDEN in HIROSHIMA

）

　
　

30
日
㈪　

⃝青
第
3
回
研
修
委
員
会（
チ
ュ
リ
ヤ
カ
ナ
ッ
ク
）

7
月
4
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
戸
坂
城
山
小
学
校
）

　
　

7
日
㈪　

⃝青
租
税
教
室（
早
稲
田
小
学
校
）

　
　

8
日
㈫　

⃝青
第
3
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

11
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
東
浄
小
学
校
）

　
　

17
日
㈭　

⃝青
第
4
回
組
織
委
員
会（
ル
イ
ー
ド
タ
バ
ー
ン
）

　
　

17
日
㈭　

⃝青
第
3
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
焼
肉
・
ホ
ル
モ
ン
・
溶
岩
焼
き 

い
ち
。）

　
　

17
日
㈭　

⃝青
第
3
回
厚
生
委
員
会（
焼
肉
・
ホ
ル
モ
ン
・
溶
岩
焼
き 

い
ち
。）

　
　

23
日
㈬　

第
1
回
広
報
委
員
会（
八
雲　

流
川
店
）

　
　

24
日
㈭　

⃝青
第
4
回
研
修
委
員
会（
鉄
板
小
町 

流
川
店
）

　
　

29
日
㈫　

第
1
回
研
修
委
員
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

8
月
1
日
㈮　
ナ
イ
タ
ー
観
戦
会（
マ
ツ
ダ Zoom

Zoom

ス
タ
ジ
ア
ム
）

　
　

5
日
㈫　

⃝青
第
4
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

8
日
㈮　

⃝青
第
2
回
広
報
委
員
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

20
日
㈬　

⃝青
第
4
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
ロ
ッ
ク
ス
ト
ッ
ク
）

　
　

21
日
㈭　

第
2
回
組
織
委
員
会（
広
島
銀
行
本
店
）

　
　

21
日
㈭　

⃝青
第
4
回
厚
生
委
員
会（
広
島
牡
蠣
と
海
鮮KUROHIGE

シ
ー
フ
ー
ド
×
2
）

　
　

22
日
㈮　

第
2
回
広
報
委
員
会（
R
C
C
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

23
日
㈯　

⃝青
8
月
例
会（
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
裏
・
河
川
敷
）

　
　

29
日
㈮　

三
者
連
絡
協
議
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

29
日
㈮　

⃝青
第
5
回
研
修
委
員
会（
雑
草
庵 

安
芸
）

　
　

季
間
予
報

9
月
2
日
㈫　

⃝全
令
和
7
年
度
第
3
回
青
連
協
役
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

2
日
㈫　

第
1
回
総
務
委
員
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

5
日
㈮　

⃝県
事
務
局
全
体
会
議（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

5
日
㈮　

⃝青
第
5
回
組
織
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

9
日
㈫　

⃝中
第
50
回
定
期
総
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

9
日
㈫　

⃝青
第
5
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

11
日
㈭　

⃝青
9
月
例
会（
ル
イ
ー
ド
タ
バ
ー
ン
）

　
　

11
日
㈭　

⃝全
財
務
委
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

12
日
㈮　

⃝全
第
2
回
総
合
企
画
委
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

18
日
㈭　

⃝全
全
女
連「
情
報
交
換
会
」（
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

　
　

18
日
㈭　

⃝全
第
19
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
大
会
）（
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

　
　

24
日
㈬　

第
2
回
正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

24
日
㈬　

⃝県
第
2
回
税
制
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

26
日
㈮　

⃝全
第
54
回
理
事
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

29
日
㈪　

2
0
2
5
年
度 

臨
時
総
会（
広
島
商
工
会
議
所
）

　
　

29
日
㈪　

第
2
回
理
事
会（
広
島
商
工
会
議
所
）

10
月
7
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
千
田
小
学
校
）

　
　

9
日
㈭　

⃝青
青
年
経
営
者
勉
強
会（
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
）

　
　

9
日
㈭　

⃝青
第
2
回
理
事
会（
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
）

　
　

16
日
㈭　

⃝全
第
41
回
法
人
会
全
国
大
会（
高
知
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　
（
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　

24
日
㈮　

⃝県
広
島
国
税
局
長
講
演
会（
リ
ー
ガ
）

11
月
1
日
㈯　

⃝青
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
交
流
会（
東
広
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　

4
日
㈫　

研
修
旅
行（
廿
日
市
・
大
竹
方
面
）

　
　

17
日
㈪　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修（
広
島
ア
ン
デ
ル
セ
ン
）

　
　

21
日
㈮　

⃝全
第
39
回「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」山
梨
大
会

　
　
　
　
　
　

（
山
梨
県
・
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　

22
日
㈯　

⃝女
租
税
作
品
合
同
表
彰
式（
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
）

　
　

26
日
㈬　

新
設
法
人
説
明
会（
R
C
C
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

27
日
㈭　

⃝女
女
性
部
会
講
演
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

12
月
1
日
㈪　

広
島
東
税
務
署
長
講
演
会（
リ
ー
ガ
）

1
月
21
日
㈬　

⃝全
新
年
賀
詞
交
歓
会（
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
　

22
日
㈭　

⃝県
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
展
示（
福
屋
駅
前
店
）（
27
ま
で
）

　
　

28
日
㈬　

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

28
日
㈬　
新
春
演
奏
会
・
新
入
会
員
歓
迎
名
刺
交
換
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

■全
■法
■連
■・
■中
■法
■連
■・
■県
■法
■連
■だ
■よ
■り

■事
■務
■局
■だ
■よ
■り

日
録

広
島
東
法
人
会
報
（
第
1
7
9
号
）

２
０
２
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m
ail

：higasiho@
iris.ocn.ne.jp

U
RL

：https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/hiroshim
ahigashi/

印　

刷　

株
式
会
社 

中　

本　

本　

店

●
今
回
の
表
紙
は
、
広
島
県
立
美
術
館
で
す
。
原
爆
ド
ー
ム
、

平
和
記
念
公
園
を
経
由
す
る
観
光
ル
ー
プ
バ
ス
を
利
用
し
、「
縮

景
園
」
と
セ
ッ
ト
で
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
多
く
立
ち
寄
っ
て

い
ま
す
。
移
り
変
わ
り
ゆ
く
広
島
の
町
並
み（
表
紙
用
）の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
編
集
後
記
》

●�

自
動
車
産
業
を
擁
す
る
我
が
町
広
島
、
冷
や
冷
や
し
た
が
ト

ラ
ン
プ
関
税
15
％
に
、
ホ
ッ
と
一
息
か
？�

（
市
原
）

●�

ト
ラ
ン
プ
関
税
が
15
％
で
決
着
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
企

業
収
益
を
左
右
し
、
日
本
が
不
況
に
後
戻
り
す
る
か
、
ま
さ

に
正
念
場
で
す
。�

（
金
子
）

表

紙

の

説

明






